
                                                                    

                                                                    

                                   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

              

４
月
２
３
日
、
当
会
は
新
年
度

に
向
け
、
第
５
回
総
会
を
開
催
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
す
る

活
動
方
針
と
事
業
計
画
を
発
表

し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
４
事
業
に
は

各
々
意
欲
的
な
計
画
が
追
加

さ
れ
て
い
ま
す
。 

城
址
公
園
化
で
は
市
民
緑
地
、

市
道
改
修
。
５
０
０
年
祭
で
は
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
開
発
。
ア
カ
デ
ミ
ア
で
は

日
本
城
郭
史
学
会
と
の
セ
ミ
ナ
ー

共
催
な
ど
多
彩
な
計
画
で
す
。 

市
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
が
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
ま
す
。 

  

４
月
５
日
、
市
長
と
懇
談
。
市

民
行
政
の
協
働
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４ 

玉
縄
歴
史
探
索
ガ
イ
ド
講
座 

５
０
０
年
祭
を
前
に
、
玉
縄
の

歴
史
と
自
然
を
学
び
、
市
民
ガ
イ

ド
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
２
回
講
座
。 

□
５
月
１
日
（
日
）
９
：
３
０
～ 

玉
縄
ふ
る
さ
と
館
に
集
合
。
座
学
の

後
、
玉
縄
城
を
偲
ぶ
コ
ー
ス
を
探
策

し
、
陣
屋
坂
上
で
１
２
：
０
０
頃

解
散 

□
参
加
費 

資
料
代
共
５
０
０
円 

鎌
倉
市
民
活
動
の
日 

 
 

 
 

 
 

 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

□
５
月
２
０
日
（
金
）
～
２
２
日
（
日
）

□
玉
縄
検
定
ク
イ
ズ
「
歴
史
篇
」 

□
５
月
２
２
日
（
日
）
１
４
：
０
０
～

□

鎌

倉

生

涯

学

習

セ
ン
タ
ー

（
き
ら
ら
鎌
倉
）
地
下
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

  

       

平
成
１
９
年
か
ら
美
化
奉
仕
を

行
い
、
鎌
倉
市
に
働
き
か
け
て
き

た
歴
史
の
道
七
曲
坂
の
改
修
整
備

が
始
ま
り
ま
す
。
危
険
で
通
れ
な

か
っ
た
七
曲
坂
か
ら
散
策
を
楽
し

み
、
生
活
道
路
と
し
て
も
相
応
し

い
七
曲
坂
へ
、
改
修
デ
ザ
イ
ン
を
市

担
当
と
当
会
で
進
め
９
月
頃
ま
で

に
工
事
完
了
す
る
予
定
で
す
。 

  

玉
縄
城
を
偲
ぶ
史
跡
「
太
鼓

や
ぐ
ら
跡
」
を
鎌
倉
市
の
市
民

緑
地
に
す
る
実
施
計
画
が
決
定
し

ま
し
た
。
市
民
緑
地
は
、
「
地
域
の 

     

人
々
が
利
用
で
き
る
緑
地
」
と

し
て
市
が
取
り
入
れ
た
制
度
で
、

地
権
者
と
市
が
契
約
を
結
び

市
民
に
公
開
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
っ
て
龍
寳
寺
の
玉
縄

ふ
る
さ
と
館
、
七
曲
坂
市
道
、

市
道
脇
の
民
有
地
広
場
、
太
鼓

や
ぐ
ら
跡
、
大
手
門
跡
、
陣
屋
坂

と
続
く
玉
縄
城
を
偲
ぶ
コ
ー
ス
の

整
備
が
一
挙
に
進
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
当
会
は
さ
ら
に
縄
張
り
調

査
等
に
よ
っ
て
七
曲
坂
と
周
辺
の

緑
地
の
歴
史
に
光
り
を
当
て
ま
す 

   

当
会
は
玉
縄
民
俗
資
料
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
を
進
め
、
国
指
定

重
文
の
旧
石
井
家
住
宅
と
併
せ
て

玉
縄
ふ
る
さ
と
館
と
し
ま
し
た
。 

こ
の
実
績
の
上
に
玉
縄
の
生
涯

学
習
の
場
と
し
て
、
市
と
龍
寳
寺

と
当
会
が
協
力
し
活
用
を
計
る

取
り
決
め
の
調
印
を
行
い
ま
す
。 

こ
の
計
画
は
玉
縄
ふ
る
さ
と
館

の
活
用
、
玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
の

展
示
、
さ
ら
に
ア
カ
デ
ミ
ア
文
化

事
業
も
含
む
文
化
事
業
の
推
進

を
内
容
に
し
て
い
ま
す
。 
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龍
寳
寺
本
堂 

上
棟
式

じ
ょ
う
と
う
し
き 

昭
和
三
十
三
年
（
１
９
５
８
）
十
二
月
撮
影 

 

【
ひ
と
言
】 

 

昭
和
二
十
六
年
（
１
９
５
１
）
四
月
に 

龍
寳
寺
本
堂
や
庫
裏
が
全
焼
し
ま
し
た
。

詳
し
い
出
火
原
因
は
判
り
ま
せ
ん
が
、 

檀
家
や
地
元
の
人
達
は
大
き
な
打
撃
を

う
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
土
地
の
名
刹
を

失
っ
た
ま
ま
に
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か

ず
、
檀
家
を
中
心
に
建
築
費
用
の
捻
出
に

奔
走
し
、
寺
域
の
一
部
売
却
を
含
め
て 

再
建
と
な
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
三
十
三
年
（
１
９
５
８
）
十
二
月
末

に
は
本
堂
の
上
棟
式
を
祝
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
写
真
は
そ
の
時
の
も
の
で

す
。 

（
城
廻
・
打
越
の
福
田
秀
雄
様 

か
ら
借
用
し
ま
し
た
） 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４ 

玉
縄
歴
史
ア
カ
デ
ミ
ア 

第
９
回
連
続
セ
ミ
ナ
ー 

□
「
谷
戸
谷
戸
の
重
要
な
屋
敷
、

遺
構
の
役
割
と
は
？
」 

斎
木
秀
雄
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鎌
倉 

考
古
学
研
究
所
理
事
） 

□
「
平
成
縄
張
り
測
量
報
告
」 

大
竹
正
芳
氏
（
日
本
画
家
） 

対
談:

伊
藤
一
美
氏
を
囲
ん
で 

□
６
月
１
２
日
（
日
） 

 
 

１
３
：
３
０
～
１
６
：
３
０ 

□
玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階 

第
１
０
回
連
続
セ
ミ
ナ
ー:

予
告 

□
玉
縄
城
の
遺
構
検
証
と
見
学
会 

西
ヶ
谷
恭
弘
氏
（
日
本
城
郭
史 

学
会
会
長
） 

□
１
０
月
１
日
（
土
） 

□
清
泉
女
学
院 

階
段
教
室 

 

 

  

玉
縄
の
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
視
野
に
、
次
の
市
民
緑
地
の 

こ
と
、
次
の
文
化
事
業
の
こ
と
、 

５
０
０
年
祭
後
２
５
年
か
ら
の 

暦
年
祭
の
こ
と
、
鎌
倉
国
宝
館 

展
示
企
画
な
ど
を
語
り
合
い
理
解

を
深
め
ま
し
た
。 

   

鎌
倉
市
外
か
ら
の
参
加
者
の
輪

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
今
話
題
の 

玉
縄
北
条
氏
を
主
人
公
と
す
る

「
戦
国
鎌
倉
悲
譚 

剋
」
の
作
家
、

伊
東
潤
さ
ん
も
賛
同
者
で
会
員
の

一
人
で
す
。
内
外
を
問
わ
ず
多
様

な
視
点
か
ら
玉
縄
の
活
性
化
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
皆
様
、
ぜ
ひ
活
動

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の

一
汗
が
玉
縄
を
変
え
ま
す
。 

   

ま
ち
づ
く
り
５
年
目
の
春 

玉
縄
城
を
偲
ぶ
コ
ー
ス 

整
備
進
む 

 

七
曲
坂
市
道
が
一
新
さ
れ
る 

ふ
る
さ
と
館
の
あ
ら
た
な
調
印 

明
日
の
玉
縄
へ
市
長
申
入
れ 

本
年
度
事
業
計
画
出
揃
う 

 

玉
縄
思
い
出
写
真
館 

七
曲
坂
の
野
草
②
「
キ
ラ
ン
ソ
ウ
」 

春
の
彼
岸
の
頃
、
日
当
た
り
の
よ
い 

斜
面
地
に
、
ロ
ゼ
ッ
ト
状
の
葉
に
淡
紫 

色
の
小
花
が
密
集
し
て
咲
い
て
い
ま

す
。
（
別
名
を
ジ
ゴ
ク
ノ
カ
マ
ノ
フ
タ
） 

 

「玉縄城址まちづくり会議」の活動

２０１０年（平成２２年１１月～） 

＜城址公園化事業＞   

・偲ぶ広 場 ：市長 、副 市 長と偲ぶ

広場について協議 

→市民緑地決定         

・七曲坂整備：玉縄祭りで苗の販売

・市道デザイン：設計開始   

・鎌倉アダププト・プログラム 

年間１２回 １４７名参加 

＜玉縄ふるさと館事業＞ 

・玉縄民俗資料館リニューアル事業

展示品目録整備、展示演出作業

旧石井家住宅：民具の展示、清掃

年間１５回１２０名参加 

・「玉縄ふるさと館」内覧会を経て

学童、市民見学者多数来館 

＜アカデミア文化事業＞   

・連続セミナー 

第７回「ここまで分った！玉縄城」

「ここを知りたい！玉縄城」 

第８回「玉縄北条氏の文化活動」 

北条氏繁の『寝茶の湯』を中心に

シンポ「後北条氏と武家の文化」 

・シンボルづくり 

縄張り測量６回  

城域立体地図制作 （活動中） 

・学習センター郷土資料コーナー 

「大船駅今昔」 

＜玉縄城築城５００年祭＞ 

・事業担当部会として８事業の提案

・キャラクター企画 

＜企画広報担当事業＞   

・市との協働事業推進  

・玉縄城下歴史探索会（渡内方面）

・広報紙「玉縄城 まちだより」７号 

 

市
民
緑
地
の
実
施
計
画
進
む 

活
動
へ
の
参
加
広
が
る 

▽
問
合
わ
せ
は
す
べ
て
企
画
総
務 

荒
井
ま
で:

０
４
６
７-

４
５-

７
４
１
１ 

 

 

 

。 



 

     

八
年
ほ
ど
前
、
関
内
の
有
隣
堂
を
散
策

し
て
い
る
と
、
一
冊
の
本
に
出
会
っ
た
。 

そ
れ
が
『
太
平
寺
滅
亡 

– 

鎌
倉
尼
五
山

秘
話
』(

有
隣
新
書 

三
山
進)

で
あ
っ
た
。 

本
書
は
青
岳
尼
と
い
う
尼
僧
の
生
涯
を

追
い
つ
つ
、
同
時
進
行
的
に
自
ら
の
人
生
の

迷
い
を
綴
る
と
い
う
、
単
な
る
歴
史
研
究

本
の
域
を
脱
し
た
名
著
で
あ
っ
た
。 

天
文
三
年(

１
５
３
４)

、
房
総
里
見
家
で

内
訌
が
起
こ
り
、
北
条
家
の
支
援
を
受
け

た
庶
家
の
義
堯
が
嫡
流
の
義
豊
を
滅
ぼ

し
、
家
督
を
奪
っ
た
。
し
か
し
義
堯
は
、
手

の
平
を
返
す
よ
う
に
北
条
家
と
絶
縁
し
、

北
条
家
の
支
援
す
る
古
河
公
方
と
対
立
し

て
い
た
小
弓
公
方
・
足
利
義
明
と
結
ん
だ
。

そ
の
同
盟
の
証
と
し
て
、
義
堯
の
嫡
男
・ 

義
弘
と
義
明
の
長
女
・
青
岳
尼
の
婚
約
が

発
表
さ
れ
た
。 

 

  

☆
本
丸
は 

今
女
学
校 

夏
さ
か
ん 

☆
学
校
の
宿
題
が
出
来
ま
し
た
。 

☆
玉
縄
城
の
絵
な
ど
、
も
っ
と
分
か
る 

資
料
が
あ
る
と
い
い
。 

☆
玉
縄
城
跡
の
位
置
は
わ
か
っ
た
が
、
何
と

か
城
跡
を
自
由
に
見
た
い
。
市
の
対
応
を

待
つ
。 

☆
静
か
な
山
寺
、
秋
天
下
心
和
む
日
と 

な
り
ま
し
た
。
（
世
田
谷
） 

《
玉
縄
ふ
る
さ
と
館
ご
案
内
》 

団
体
見
学
申
し
込
み
は
当
会
へ 

０
４
６
７-

４
５-

７
４
１
１ 

  

玉
縄
北
条
氏
最
後
の
城
主
北
条
氏
勝
公

が
、
千
葉
県
佐
倉
市
の
岩
富
城
主
と
し
て

生
涯
を
送
っ
た
後
、
菩
提
寺
の
寳
金
剛
寺

に
葬
ら
れ
て
今
年
四
百
年
に
な
り
ま
す
。 

三
月
二
十
六
日
に
、
同
寺
で
盛
大
な 

四
百
年
恩
（
遠
）
忌
が
行
わ
れ
、
玉
縄
か
ら

も
代
表
が
参
列
し
ま
し
た
。 

         

   

〈
秀
吉
に
よ
る
小
田
原
北
条
攻
め
の
続
き
〉

玉
縄
城
が
不
戦
開
城
を
決
意
し
た
説

と
し
て
一
般
的
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
、

徳
川
家
康
の
家
臣
本
多
忠
勝
配
下
の
、

都
築
弥
左
衛
門
、
松
下
三
郎
左
衛
門
の
両

人
が
城
主
の
北
条
氏
勝
と
知
人
で
あ
っ
た

か
ら
、
こ
の
二
人
を
使
者
と
し
て
降
参
を

説
得
し
た
が
承
知
し
な
か
っ
た
。
三
郎
左
衛

門
と
同
族
で
、
龍
寳
寺
の
住
持
を
し
て
い
る

龍
達
和
尚
（
了
達
の
説
あ
り
）
が
、
氏
勝
と

師
弟
の
間
柄
で
も
あ
り
、
三
郎
左
衛
門
は

こ
の
龍
達
和
尚
に
相
談
し
、
氏
勝
を
説
得

し
た
と
い
う
説
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
曹
洞
宗

龍
寳
寺
は
、
玉
縄
城
開
城
の
三
十
五
年
後

の
寛
永
二
年
（
１
６
２
５
）
八
月
に
寺
号
変

更
し
現
在
地
に
移
転
し
た
の
で
あ
り
、
開

城
時
点
で
は
玉
縄
・
山
居
の
地
に
大
応
寺

と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
寛
永
二
年

七
月
に
は
、
徳
川
家
光
よ
り
松
平
正
綱
が

玉
縄
領
二
万
二
千
二
百
石
を
拝
領
し
、

大
名
と
し
て
玉
縄
に
陣
屋
を
構
え
て
い
る
。

こ
の
説
に
基
づ
き
玉
縄
城
開
城
八
十
二
年

後
の
寛
文
十
二
年
（
１
６
７
２
）
九
月
に

江
戸
神
田
鍛
冶
町
・
木
屋
作
兵
衛
に
よ
り

出
版
さ
れ
た
軍
記
物
語
「
北
条
盛
衰
記
」 

(3)     玉縄城 まちだより  ２０１１年（平成２３年）５月４日発行 第８号 

『
戦
国
鎌
倉
悲
譚 

剋
』 

 

伊
東 

潤 

 

と
こ
ろ
が
、
天
文
六
年(

１
５
３
７)

の

国
府
台
合
戦
で
、
北
条
家
の
前
に
小
弓

公
方
・
里
見
両
勢
は
敗
れ
、
義
明
は
敗
死
、

小
弓
公
方
家
は
滅
亡
し
た
。
こ
の
時
、

青
岳
尼
は
北
条
家
に
捕
ら
え
ら
れ
、
鎌
倉

太
平
寺
の
住
持
に
据
え
ら
れ
た
。 

 

し
か
し
弘
治
二
年(

１
５
５
６)

、
三
浦
半

島
に
上
陸
し
た
里
見
水
軍
は
、
鎌
倉
ま
で

攻
め
寄
せ
た
。
実
は
、
義
弘
の
狙
い
は
鎌
倉

を
占
拠
す
る
こ
と
に
な
く
、
青
岳
尼
の

奪
還
に
あ
っ
た
。
し
か
も
、
青
岳
尼
も
そ
れ

を
望
ん
で
い
た
。
そ
の
後
、
二
人
は
手
を

携
え
て
房
総
に
逃
れ
、
仲
睦
ま
じ
い
夫
婦

と
な
っ
た
。 

以
上
が
青
岳
尼
伝
説
で
あ
る
。 

こ
の
話
を
ベ
ー
ス
に
、
物
語
の
中
心
を

次
世
代
に
置
き
、
青
岳
尼
の
娘
で
あ
る

青
蓮
尼
と
、
玉
縄
北
条
家
当
主
・
北
条

氏
舜
と
の
悲
恋
を
描
い
た
の
が
、
『
戦
国

鎌
倉
悲
譚 

剋
』
で
あ
る
。 

こ
の
作
品
は
、
玉
縄
城
と
東
慶
寺
を

主
な
舞
台
と
し
て
い
る
が
、
現
代
で
は
な
か

な
か
味
わ
え
な
い
戦
国
時
代
の
空
気
を
い

か
に
再
現
す
る
か
に
苦
心
し
た
の
で
、
そ
の

あ
た
り
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
手

に
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

戦
国
時
代
の
鎌
倉
と
い
う
独
特
の
空
間

を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
相
剋
の
物
語

を
、
と
く
と
ご
賞
味
あ
れ
。 （

時
代
小
説
家
） 

 

東 

北 

の 

皆 

さ 

ん 

と 

手 

を 

つ 

な 

ぎ 

ま 

し 

ょ 

う

 
 

 

玉 

縄 

城 
址 
ま 

ち 

づ 

く 

り 

会 

議 

 

歴
史
シ
リ
ー
ズ 

８ 
 

玉
縄
城
主 

北
条
氏
勝 

                  

そ
の
意
識
は
無
か
っ
た
よ
う
で
す
。
当
時

母
は
た
ま
た
ま
玉
縄
城
の
歴
史
を
勉
強
中

だ
っ
た
の
で
す
が
、
朱
印
状
の
中
に
「
玉
縄
」

の
文
字
が
あ
る
こ
と
を
見
つ
け
、
市
の
教
育

委
員
会
に
見
せ
た
そ
う
で
す
。
そ
う
し
て

玉
縄
城
明
け
渡
し
の
際
の
朱
印
状
で
あ
る

と
判
明
し
た
の
で
す
。 

 

そ
も
そ
も
こ
の
朱
印
状
は
、
玉
縄
城
を

攻
め
て
き
た
秀
吉
軍
の
浅
野
長
吉
（
後
の

長
政
）
と
木
村
常
陸
介
あ
て
に
出
さ
れ
た

も
の
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
播
州
赤
穂
の

浅
野
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

玉縄城 まちだより  ２０１１年（平成２３年）５月４日発行 第８号  (2)  

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ～玉縄万華鏡～ 
玉
縄
城
明
け
渡
し
の
際
の 

「
秀
吉
の
朱
印
状
」
拝
見 

北
條 

和
子
さ
ん 

（
旧
姓 
富
岡
） 

（
ほ
う
じ
ょ
う 
か
ず
こ
さ
ん
・
岡
本
） 

う
じ
か
つ 

 
  

を
増
補
・
改
訂
し
た
も
の
が
、
そ
の
後
の 

天
明
三
年
（
１
７
８
３
）
三
月
に
刊
行
さ
れ

た
「
北
条
五
代
実
記
」
「
小
田
原
北
条
記
」

な
ど
の
軍
記
物
語
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
。 

一
方
、
鎌
倉
市
岩
瀬
に
あ
る
玉
縄
城 

三
代
城
主
北
条
綱
成
開
基
の
「
亀
鏡
山 

護
国
院
大
長
寺
（
綱
成
夫
人
の
大
頂
院

や
、
四
代
城
主
氏
繁
夫
人
の
七
曲
殿
他
一

族
の
墓
所
あ
り
）
」
由
緒
書
御
調
文
書
に
よ

る
と
、
氏
勝
が
不
戦
開
城
を
決
意
し
た
の

に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
根
底
に
あ
る
。 

徳
川
家
康
（
大
長
寺
文
書
で
は
東
照
宮

様
と
あ
る
）
は
、
徳
川
家
菩
提
寺
・
三
河
国

岡
崎
の
大
樹
寺
（
松
平
家
代
々
の
墓
所
で

あ
り
、
家
康
の
父
松
平
広
忠
の
墓
所
も
あ

る
）
の
住
職
登
誉
上
人
の
話
か
ら
、
相
州

玉
縄
北
条
氏
鎮
護
国
家
祈
願
所
で
あ
り
、

菩
提
寺
で
も
あ
る
浄
土
宗
亀
鏡
山
護
国

院
大
頂
寺
（
現
在
の
大
長
寺
）
四
世
住
職 

源
栄
上
人
の
存
在
を
知
る
。
源
栄
上
人
は

徳
川
家
檀
縁
の
浄
土
宗
観
智
国
師
の 

弟
子
に
し
て
俊
才
の
学
匠
で
あ
る
と
聞
い

た
こ
と
か
ら
、
本
多
忠
勝
を
通
じ
て
家
康

の
氏
勝
説
得
の
内
命
が
下
っ
た
。 

（
以
下
次
号
に
続
く
） 

 

                 

と
こ
ろ
が
、
忠
臣
蔵
で
有
名
な
浅
野
内

匠
頭
に
よ
る
吉
良
上
野
介
へ
の
刃
傷
事
件

が
起
き
、
赤
穂
浅
野
家
は
改
易
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
時
、
赤
穂
城
受
け
取
り
の
正
使

と
し
て
赴
い
た
の
が
、
隣
藩
で
あ
る
播
州

龍
野
藩
主
の
脇
坂
淡
路
守
で
、
そ
の
時
に

こ
の
朱
印
状
も
脇
坂
家
の
手
に
渡
る
こ
と

と
な
り
、
そ
の
後
代
々
伝
え
ら
れ
て
き
た
の

で
す
。 

巡
り
巡
っ
て
、
玉
縄
城
築
城
５
０
０
年
を

迎
え
る
今
日
は
、
玉
縄
の
地
の
富
岡
の
家
で

所
蔵
し
て
い
る
な
ん
て
、
本
当
に
不
思
議
な

縁
で
す
ね
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
） 

―
嫁
ぎ
先
の
玉
縄
（
大
船
）
ゆ
か
り
の
品
と

し
て
贈
ら
れ
て
き
た
の
で
す
か
― 

 

 

         
 

 
 

―
富
岡
家
で
は
玉
縄
城
に
関
す
る

豊
臣
秀
吉
の
朱
印
状
を
所
蔵
さ

れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が

― 

 

私
の
母
、
富
岡
梅
は
、
播
州
龍
野
藩
の
藩

主
で
あ
っ
た
脇
坂
家
か
ら
、
大
船
軒
３
代

目
の
父
の
も
と
に
嫁
い
で
き
ま
し
た
。
戦
前

の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
戦
後
に
な
っ
て
改
め
て

実
家
の
伯
父
が
何
か
嫁
入
り
の
持
参
品
を

持
た
せ
よ
う
と
、
最
初
は
「
徳
川
家
康
の 

掛
け
軸
」
を
贈
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
と
こ

ろ
が
父
と
母
は
立
派
過
ぎ
る
と
し
て
返
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
代
わ
り
に
地
味
な
も
の

と
し
て
贈
ら
れ
て
き
た
の
が
、
伯
父
曰
く

「
秀
吉
の
手
紙
や
け
ど 

」
と
さ
れ
た
こ
の 

朱
印
状
で
し
た
。 

 

… 

玉
縄
ふ
る
さ
と
館

探
訪
ノ
―
ト
か
ら 

氏
勝
公
没
後
四
百
年
恩
忌 

 

 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３ 

江

戸

城

俵

物

改

之

注

文

披

見

候

、
城

中

掃

除

以

下

申

付

御

座

所

拵

、
玉

縄

ニ
ハ
瀬

多

掃
部
助
・
生
駒
主
殿
正
を
置
候
て
、

（
中
略
） 

 

五
月
三
日
（
秀
吉
朱
印
） 

浅
野
弾
正
少
弼
と
の
へ

 
 

 
 

 
 

 
 

木
村
常
陸
介
と
の
へ 

と
あ
り
、
小
田
原
城
を
包
囲
す
る

本
営
に
い
た
秀
吉
が
、
南
関
東
方
面

の
攻
略
に
向
か
う
軍
勢
に
対
し
て
、

無
血
開
城
し
た
玉
縄
城
の
戦
後

処
理
と
し
て
、
守
衛
に
瀬
田
正
忠
や

生
駒
忠
清
を
置
く
こ
と
を
指
示
し

て
い
る
。 

 

 


